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研究の概要 

聴覚障がい者に対するスポーツ医科学支援 

 

オリンピックと同時開催されるパラ

リンピックをはじめ、障がい者スポーツ

の注目度は高まってきている。しかし、

障がい者スポーツの中でも、聴覚障がい

者スポーツやデフリンピックに関する

研究や支援は非常に少ない。聴覚障がい

者はバランス能力を苦手としているが、

光反応や動体視力が健常者よりも優れ

ているなどの特徴がある。また、デフリ

ンピックの競技ルールでは補聴器の装

着は禁止されており、聴力を頼りにスポ

ーツ活動ができない。これらの要因を踏

まえると、聴覚障がい者は健常者と異な

るスポーツ医科学的な特徴を有する可

能性が考えられ、障害特性を配慮した支

援体制の構築が求められる。我々は聴覚

障がい者に対するスポーツ医科学支援

を充実させるための外傷・障害調査、脳

振盪関連機能の測定、フィットネスチェ

ックなどを報告している。 

 

【論文】 

・「第 19 回冬季デフリンピック大会におけるアルペンスノーボード競技のアスレティックトレーナー帯同報告」 

・「聴覚障がい者アスリートに対する脳振盪ベースライン測定-VOMS の実践例-」 

【科研費】 

・「聴覚障がい者スポーツにおける前庭機能に着目した脳振盪評価方法の検討」 

聴覚障がい者スポーツにおける外傷・障害の予防やパフォーマンス向上のためのガイドライン作成を目指して

研究を進めている。具体的にはフィットネスチェックや脳振盪ベースライン測定などを経て、コンディショニング

方法の指導へと繋げていく。 

これにより、デフリンピックをはじめとした聴覚障がい者スポーツにおける日本の国際競技力向上、聴覚障がい

者のレクリエーションスポーツ支援を目指す。 
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